
、



農作物・用水路・道路などに多大な被害7
月
刊
は
目
、
午
後
叩
時
円
分
こ

ろ
、
北
海
道
全
域
世
ら
東
北
地
方

に
か
け
て
強
い
地
震
が
起
ニ
り
ま

し
た
。

北
海
道
南
西
沖
地
震
と
名
づ
け

ら
れ
た
今
回
の
地
震
は
推
定
震
源

地
は
瀬
棚
町
沖
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
川
、

震
源
の
深
さ
約
問
践
で

す
。
道
内
各
地
で
震
度

5
の
強
震
、

震
度

4
の
中
震
が
感
じ
ら
れ
、
多

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
、
建
物

・
農

作
物
・
用
水
路
・

道
路
な
ど
に
多

大
な
被
害
が
あ
り
、
瀬
棚
町
の
海

岸
で
キ
ャ
ン
プ
中
だ
っ
た
商
工
団

北
海
道
南
西
沖
地
震

• • 

地
在
住
の
刊
愈
の
若
者
が
意
波
に

よ
り
、
そ
の
尊
い
生
命
が
奪
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
地
震

に
よ
る
大
津

波
を
も
ろ
に
世
ぶ
り
、
さ
ら
に
火

災
の
発
生
で
、
多
数
の
死
者
、
行

方
不
明
者
を
だ
し
、
壊
滅
的
な
被

害
を
安
け
た
奥
尻
町
を
は
じ
め
と

す
る
被
災
町
村
の
一
日
も
早
い
復

興
を
祈
り
ま
す
。

今
回
の
地
震
に
よ
り
、
大
自
然

が
も
た
ら
す
猛
威
の
前
に
人
々
が

い
が
に
無
力
で
あ
る
か
、
大
自
然

の
恐
さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
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本
町
内
受
け
た
被
害
は
被
害
状
況

報
告
(
7
月
幻
目
、
企
画
調
整
諜
調

査
係
制
)
か
ら
建
物
牒
作
物
用

水
路

・
道
路
な
ど
総
額

6
0
億
3
6

1
0
万
円
で
す
。

そ
の
内
訳
は

。
人
的
被
害

重
症

l
名
、
軽
症

1
4
名計

1
5
名

。
住
家
被
害

全
壊
4
棟
、
半
壊
4
練、

一
部
破

制

1
3
2
棟

計

1
4
0
棟

総
狐

1
億
円

。
非
住
家
被
害

全
峻
4
棟
、
半
峻

3
隙

計

7
棚

総
額

3
5
0
0
万
円

。
農
業
被
害

農
地
、
農
作
物
、
用
水
路

2
6
5

千守!J 戸

箇
所
、
共
同
利
用
地
殺
4
訓
円
、
倉

即
時
な
ど
営
牒
施
設

4
8
隙

総
額
4
6
低
8
2
0
0
万
円

。
土
木
被
害

河
川
7
2
筒
所
、
道
路

1
0
3
箇
所

総
額

8
低

5
4
1
0
万
円

。
林
業
被
害

林
道

3
3
箇
所
、
そ
の
他

5
カ
所

総
額

1
位
9
5
0
0
万
円

。
衛
生
被
害

水
道

6
地
域
、
病
院
浄
化
槽

総
傾

1
8
0
0
万
円

。
商
工
被
害

商
業
1
5
5
件
、
工
業
8
件

総
狐
l
惚
2
2
0
0
万
円

。
公
立
文
教
被
笹

小
学
校

8
校
、
中
学
校

1
校

幼

雄

図

総

領

8
0
0
万
問

。
社
会
教
育
施
設

体
育
館
、
学
習
セ
ン
タ
ー

総
額

4
0
0
万
円

。
社
会
福
祉
施
設

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

総
額

2
0
0
万
円

そ
の
他

集
会
施
設
、
特
産
品
セ
ン
タ
ー
、

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
な
ど

1
0
併

総
矧

1
6
0
0
万
円

な
お
時
間
的
経
過
や
降
雨
量
に

よ
り
、
被
害
の
拡
大
が
予
怨
さ
れ
ま

す
。

〕2
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企由l慣した農業用倉庫(田代旭区)
企ひぴわれた田んぼ(豊田飽区)

• • 
h
F
用
水
路
の
橿
旧
作
揖

地震翌日から
復旧作業はじまるげ

V町通の被害鯛査をする町建段課職員

〕
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新外科医長着任

~患者さんの利益を

出来る限り優先したい~

外科医長

相還

相
深
先
生
は
、
平
成
2
年
3
月
に

札
幌
医
大
第
一
外
科
大
学
院
(
博
士

課
程
)
を
終
了
し
て
厚
沢
部
町
国
保

病
院
、
滝
川
市
立
病
院
を
経
て
7
月

1
日
か
ら
町
国
保
病
院
外
科
医
長
と

町
農
業
委
員
会
委
員
決
ま
る

会
長
に

坂
本
久
光
氏
選
出

任
期
満
了
に
と
も
な
う
町
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
が
7
月
日
日
に
行
わ

れ
、
推
薦
に
よ
り
選
任
さ
れ
た

5
名

を
含
的
、
日
目
名
の
新
し
い
委
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。

7
月
初
日
に
農
業
委
員
会
総
会
が

開
催
さ
れ
、
会
長
、
会
長
代
理
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

(

敬
称
略
)

戸
い一言

会

長

会
長
代
理

村坂

上 本

英久

雄光

誠先生(33)

し
て
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。

た
い
へ
ん
静
か
な
所
と
町
内
印
象

を
語
り
、
着
任
直
後
に
大
地
震
と
い

う
手
荒
い
歓
迎
を
受
け
た
先
生
は
消

化
器
外
科
が
専
門
で
す
。

診
療
に
あ
た
っ
て
は
「
忠
者
さ
ん

の
利
益
を
出
来
る
限
り
優
先
に
考
え

た
診
療
を
目
指
し
た
い
。
」
「
外
科

的
に
体
が
気
に
な
る
方
は
相
談
内
窓

口
と
な
る
の
で
気
軽
に
来
院
し
て
く

だ
さ
い
。

L

と
意
欲
的
に
抱
負
を
述

べ
て
く
れ
ま
し
た
。

出
身
地
は
静
内
で
趣
味
は
ゴ
ル
フ
、

野
球
で
札
幌
に
妻
と
2
人
の
子
供
を

残
し
て
単
身
赴
任
を
し
て
い
ま
す
。

議席
氏 名 住 所

選挙選任
備 考

番号 の別

1 水野正目1) 鈴金221 選 挙

2 偏 口 忠 男 鈴岡151のi H 

3 平野俊春 神丘312 H 

4 境田藤太 八束200 選 任 農 協

5 渡辺 一 郎 種副1I1D6Cのl 選 挙

6 宮崎 稔 田代224 " 
7 細川信一 神丘917 選 任 共 済

B 仁木繁夫 団代目白 5 " 議 ~ 

9 山本 豊 盟国116の4 " " 
10 尾形信一 稲穂286 選 事

11 伊藤 牢 今金441 " 
12 沢口忠克 八束97 " 
13 林 磯次郎 鈴金98の2 選 任 議 ~ 

14 村上英雄 白石3の14 選 事

15 坂本久光 金原68の4 " 

今金町農業委員会委員名簿

任期平成5年 7月20日~平成B年7月19日

• • 

昨
年
9
月
か
ら
野
菜
集
出
荷
施
設

新
築
工
事
を
今
金
町
が
事
業
主
体
と

な
っ
て
進
め
、
本
年
3
月
に
完
成
し

ま
し
た
。

本
施
設
の
管
理
運
営
を
桧
山
北
部

広
域
内
は
協
連
合
会
(
会
長
細
川
信

一
今
金
農
協
組
合
長
)
へ
委
託
し
ま

し
た
。

委
託
を
受
け
た
広
域
述
内
子
冷

保
冷
施
設
の
稼
働
式
が

7
月
5
目、

北
部
4
町
5
農
協
関
係
者
ら
多
数
が

出
席
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

桧
山
北
部
広
域
農
協
連
合
会
は
今

金
・

北
檎
山
・
瀬
棚

・
大
成
の

4
町

と
今
金

・
北

松

山

若

松

瀬

棚

大
成
の

5
農
協
が
力
を
合
わ
せ
て
厳

し
い
股
業
環
境
下
に
お
い
て
、
野
菜

産
地
的
活
性
化
を
進
め
る
も
の
で
す

n

今
回
完
成
し
た
子
冷
保
冷
施
設

は
鉄
骨
造
り
平
屋
建

1
椀
一
、
五
四

六
平
方

μ
で、

一
目
的
処
理
能
力
回

J
の
予
冷
庫
と
、
同
総
J

の
保
冷
庫

が
あ
り
、

p

野
菜
を
本
州
へ
出
荷
す
る

場
合
、
新
鮮
さ
を
保
つ
よ
う
に
い
っ

た
ん
こ
こ
で
冷
や
し
、
ト
ラ

Y
7
で

函
館
ま
で
運
び
、
鉄
道
コ
ン
テ
ナ
に

柏
み
耕
甘
え
て
輸
送
し
ま
す
。

現
在
、
同
施
設
に
隣
接
し
た
共
選

施
設
が
日
月
完
成
予
定
で
、
こ
の
施

設
が
完
成
す
る
と
大
消
費
地
内
需
要

に
応
じ
て
定
期
的
な
出
荷
が
可
能
と

な
り
、
産
地
問
競
争
力
の
強
化
と
農

家
の
収
入
増
加
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま

す。

国
保
税
の
改
正

賦
課
限
度
額

等
決
ま
る

1
 

4
 

〔

国
民
健
康
保
険
税
条
例
町

一
部
改

正
が

6
月
定
例
町
議
会
に
お
い
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
地
方
税
法
及
び
国
民
健
康

保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
る
も
の

で
、
国
保
税
賦
課
限
度
額
は
現
行
日
開

万
円
が
日
万
円
に
、

低
所
得
者
の

4
割

軽
減
世
帯
一
人
当

た
り
基
準
額
は
、

n万
5
千
円
か
ら

お
万
円
に
各
々
引

き
上
げ
に
な
り
、

6
割
軽
減
基
準
額

引
万
円
は
据
え
置

き
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

今
囲
内
改
正
は

依
然
と
し
て
、
人

口
の
流
失
、
他
保

険
に
移
行
等
に
よ

る
被
世
帯
数
、
被

保
険
者
と
も
に
減

少
し
て
い
る
中
で

医
療
費
の
需
要
額

推
計
は
高
水
準
で

あ
る
が
、

4
年
度

内
決
算
状
況
及
び• • 

種
川
小
学
校
前
の
国
道
2
3
0
号
線
に
抑

ボ
タ
ン
式
の
信
号
機
が
新
設
さ
れ
、

6
月

n

日
極
川
小
学
校
全
校
児
童
に
よ
る
渡
り
初
め

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
道
を
横
断
し
て
登
下
校
し
て
い
る
児
童

が
多
く
、
地
域
住
民
か
ら
要
望
が
あ
り
実
現

し
た
も
の
で
す
。

押ボタン式信号機新設 | 
一種!DI小学校前一 i 第

初
回

財
政
調
整
基
金
保
有
額
等
を
勘
案
し
、

国
保
被
保
険
者
の
担
税
能
力
を
考
慮

し
な
が
ら
、
今
後
円
税
の
平
準
化
に

向
け
て
、
税
率
を
左
表
の
と
お
り
改

正
し
ま
し
た
。

平成4年度 平成 5年度 増 減

所 {尋 害11 額 100分の7.70 100分の6.10 ム 1. 60 

税

資産税 割 額 100分の66.0 100分の48.5 ム 17.50 

被保険者均等割l額 22，000円 22，200円 200円

率

世帯 別平 均割額 40， 000円 40，30日円 300円

保 一 世 帯 当 た り 231. 439円 215，954円 ど1 15，485円

険

税 一 人 当 六こ り 77，630円 73，957円 ム 3， 673円

国民健康保険税の改正表

B火のような花が……観葉植物に線香ル，

町
家
畜
共
進
会

スイ yチを入れる細川信 金星

日
ご
ろ
の

肥
育
ぶ
り
を競

つ

町
商
産
共
進
会
主
催
の
第
羽
田
畜

産
共
進
会
が
7
月
刊
目
、
家
畜
市
場

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
目
は
、
乳
用
牛
お
頭
、
肉
用

ヰ
お
頭
、
馬
日
頭
の
出
陳
が
あ
り
、

日
ご
ろ
の
肥
育
よ
り
や
体
位
を
競
い

あ
い
ま
し
た
。

各
部
門
の
最
高
位
は
次
の
通
り
で

し
た
。

争
乳
用
牛
マ
未
経
産
の
部
ナ
カ
ノ

・
7

リ

ナ

イ

ン

ス

ピ
レ
ー
ン
ヲ

ン
(
神
丘
中
野
貞
雄
ぷ
)
マ
経
産

の

部

テ

イ

l
ユ
l
-
グ

リ

ン

バ
リ
ア
ン
ト
ク
ニ
(
鈴
岡
湯
一
耳

智
彦
ぷ
)
争
肉
用
牛
の
部
守
子
牛
の

部
つ
る
み
(
団
代
・
苅
屋
突
さ
ん
)

マ
未
経
産
の
部
み
つ
ふ
く

5
(
神

丘

・
伊
藤
靖
子
ぷ
)
マ
経
産
の
部

り
き
と
み

2
(
金
原
水
町
訓
夫
さ
ん
)

争
馬
内
部
龍
姫
号

(
今
金

・
杉
林

広
光
ぷ
)

八
幡
町
で
理
髪
庖
を
営
む
坂
井
幸

男
さ
ん
の
育
て
て
い
る
観
葉
植
物

(
サ
マ

l
プ
リ
ン
セ
ス

)
が
花
を
咲

か
せ
近
所
の
方
や
お
客
さ
ん
の
聞
で

評
判
と
な
っ
て
い
ま
す
。

3
年
前
に
大
沼
で
購
入
し
た
も
の

が
6
月
末
頃
か
ら
花
を
咲
か
せ
た
も

の
で
、
そ
の
形
状
か
ら
線
香
花
火
と

名
付
け
る
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

〕5
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フ金
舎金町健康まつり開催

今
金
町
・保
健
推
進
委
員
協
議
会

術
生
委
只
会
の
共
倒
に
よ
る
「
健
康

ま
つ
り
」
が

7
月
2
目
、
町
民
セ
ン

タ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

J
輔
と
和
で
つ
く
る
み
ん
な
の
健

康
。
を
主
題
に
自
己
の
健
康
度
チ
ェ

ッ
ク
に
よ
る
自
主
的
健
康
管
理
を
図

り
、
健
康
で
明
る
い
生
活
を
営
む
こ

と
を
目
指
す
も
の
で
、
こ
の
日
は
、

お
年
寄
り
を
中
心
に
三

O
O名
町
町

民
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
血
圧
測
定

・
血
液
検

査
身
体
計
測
な
ど
で
健
康
度
を
チ

エ
ソ
ク
、
ま
た
、
作
品
展
示
や
ふ
れ

あ
い
ナ

l
ス
ン
ヨ

y
プ
コ

ー
ナ
ー

-

映
画
「
血
管
の
老
化
と
動
脈
硬
化
」

・
ア
ル
コ
ル
体
質
検
査
コ
ー
ナ
ー

な
ど
で
健
康
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
ま
し
た
~
。

佐藤、と堺丸、華 Lいお話 LでLた11

午
後
か
ら
は
、
北
海
道
放
送
キ
ャ

ス
タ
ー
の
佐
藤
則
幸
さ
ん
が
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
堺
な
お
こ
さ
ん
を

パ
ー
ト
ナ
ー
に
「
脱
パ
ン
ツ
健
康
法

的
す
す
め
」
と
題
す
る
健
康
の
誌
を

さ
れ
ま
し
た
。

コ
ハ
ン
ツ
を
脱
ぐ
こ
と
は
自
然
に

も
ど
っ
て
み
る
こ
と
だ
し
、
副
作
用

は
何
も
な
い
。
砂
目
的
が
健
康
で
あ

る
と
す
る
の
は
間
違
い
で
あ
り
、
健

康
で
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
程
度
で
あ

る
u

，
心
地
且
か
に
生
き
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
u

と
結
び
ま
し
た
。

少
々
脱
線
ぎ
み
の
ユ
ー
モ
ア
と
軽

快
な
諮
り
口
調
に
会
場
全
体
が
大
爆

笑。

1
時
間
ぬ
分
的
楽
し
い
お
話
し

で
し
た
。

d・• 

町
文
化
講
演
会

佐
々
木

信
也
氏

プ
ロ
野
球
評
論
家
と
し
て
活
蹴
中

町
佐
々
木
信
也
氏
の
文
化
競
演
会
が

7
月
6
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
↑
五

O
名
同
町
民
が
熱
心
に

聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

る
た
め
の
情
報
や
、

生
き
が
い
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め

の
生
援
学
習
の
一
助
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

佐
々
木
さ
ん
は

「本
物
内
プ
ロ
と

は
U

と
い
う
出
題
で
、
立
教
大
学
時

代
町
長
帆
監
督
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

良
い
監
管

・
悪
い
抗
曹
を
実
例
を
あ

げ
、
ソ
フ
ト
な
口
調
で
解
説
し
場
内

を
わ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
卒
業
は
町
ふ
る
さ
と
創
生
事

業
内
助
成
を
受
け
、
町
教
委
の
主
催

で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
日
頃
見
聞
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
著
名
な
講
師
を

宇宙
き

も
に
、

華
麗

知
織
と
教
義
を
高
め
る
と
と

急
激
な
社
会
変
化
に
対
応
す

な
演
奏
を
披
露

ージ
ヨ
ン
神
塚
ピ
戸
ノ
ソ
ロ
コ
ン

人
生
を
楽
し
く

サ

ト

英
国
チ
ャ
ー
ル

ズ
皇
太
子
後
援
の

慈
普
コ
ン
サ
ト

で
メ
イ
ン
と
し
て

げ
叫
奏
を
し
て
い
る

ジ
ョ
ン
神
塚
さ
ん

円
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ

ー
ト
が

6
月
四
目
、

町
民
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、

四つ葉学校『交通安全

街頭よぴ‘かけ』実施

さき金地区敏老会開催

四
つ
築
学
校
(
英
利
河
花
石

・

中
里

・
笠
田
小
)
で
は
、
昨
年
実
施

し
た
交
通
安
全
駅
伝
?
ラ
ソ
ン
に
か

わ
り
、

7
月
8
日

『交
通
安
全
街
頭

よ
び
か
け
』
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

児
童
品
名
は
中
里
小
前
向
国
道
で

手
作
り
の
棟
符
や
マ
ス
コ

ッ
ト
な
ど

を
配
り
な
が
ら
、
交
通
安
全
を
ド
ラ

イ
バ
に
大
き
な
声
で
訴
之
ま
し
た
。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
町
内
か
ら
な

〈
し
た
い
も
の
で
す
。

健
康
で
楽
し
い
人
生
を

過
ご
し
て
く
だ
さ
い

今
金
婦
人
会
主
催
の
今
金
地
区
敬

老
会
が
6
月
M
目
、
町
民
セ
ノ
タ

l

で
開
催
さ
れ
、
市
街
地
及
び
周
辺
町

お
年
寄
り
士
一

O
O名
が
出
席
し
、
楽

し
い
一
時
を
す
ご
し
ま
し
た
.

一
二

O
名
の
町
民
が
ピ
ア
ノ
曲
を
た

ん
の
う
し
ま
し
た
.

神
塚
さ
ん
は
昨
年
5
月
に
瀬
棚
町

が
米
圏
内
ハ
ン
フ

ォ
ー
ド
市
と
結
ん

だ
姉
妹
都
市
提
携
記
念
演
奏
会
の
た

め
瀬
棚
町
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
、

今
年
は
文
化
協
会
主
催
で
今
金
町
で

〈

Y

、
ラ

ノ

ノ

6

ガ
L

、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の

も
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
も
の
で
、

「二

つ
め
前
奏
曲
と
フ

l

「
ぜ
ア
ノ

-
ソ
ナ
タ
第
日
帯
」
な
ど
7
山
を
披

露
し
ま
し
た
。

本
俗
的
な
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
く
機
会
が
少
な
い
町
民
は
繊
細
な

タ
ソ
チ
の
出
奏
に
酔
い
し
れ
て
い
ま

し
た
。

司. • 第
四
回
高
齢
者

8
競
技
に
元
気

い
っ
ぱ
い
ハ
ッ
ス
ル

第
問
回
の
町
高
齢
者
ス
ポ

l
y
大

会
が
町
社
会
福
祉
協
議
会

・
老
人

7

ラ
プ
迎
合
会
主
催
で
、
=
二

O
名
が

参
加
し
て
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
~
。

競
技
は
、

f也
区

ご
と
に

5
チ
l
ム

に
分
け
、
ス
ラ
ロ

ム
ン
ュ

l
ト

人
間
サ
y
カ
l

そ
れ
行
け
/
ア
ン

パ
ン
レ

l
ス
な
ど

趣
向
を
喰
ら
し
た

8
種
目
に
元
気
い

っ
ぱ
い
ハ

y

ス
ル

し
て
い
ま
し
た
。

こ
町
、
っ
ち
、

3

種
目
は
幼
稚
園
児

も
参
加
す
る
種
目

で
、
世
代
間
交
流

も
大
い
に
深
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
、

会
場
を
老
人
柄
剖

セ
ン
タ
に
移
し

〕B
 

〔

敬
老
の
日
に
先
が
け
て
、
毎
年
聞

い
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は
婦
人

会
の
お
手
伝
い
ぬ
名
が
早
朝
か
ら
準

備
に
あ
た
り
ま
し
た
。

会
は
、
午
前
日
時
か
ら
始
ま
り
、

生
亀
き
よ
え
会
長
が
「
今
日
、

一
日

楽
し
か

っ
た
な
あ
と
思
う
よ
う
な
日

に
し
た
い
。
」
と
主
催
者
の
あ
い
さ

つ
を
し
、
お
年
寄
り
ら
は
赤
飯
や
折

り
詰
め
、
ジ
ュ
ー
ス
、
お
酒
、
婦
人

会
手
作
り
の
ソ

l
メ
ン
を
食
べ
な
が

ら
余
興
を
楽
し
み
ま
し
た
。

余
興
は
、
今
金
保
育
所
児
童
の
か

わ
い
い
遊
戯
、
琴
鈴
会
的
琴
泌
奏
、

緑
柳
会
の
踊
り
、
中
野
準
子
さ
ん
の

歌
の
披
露
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会

て
ふ
れ
あ
い
演
芸
会
が
行
わ
れ
、
小

百
合
保
育
園
今
金
保
育
所
内
か
わ

い
い
遊
戯
と
各
老
人
ク
ラ
ブ
の
出
し

物
で
大
き
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し

た
。参

加
者
た
ち
は
、

と
演
芸
の
数
々
に
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会

-
〕7

 
〔



町
観
光
協
会
主
催
の
第
幻
自
産
業

ま
つ
り
が
、
ょ
い
と
こ
ま
つ
り
と
し

て
7
月
旬
、
竹
田
の
2
日
聞
に
わ
た

り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
は
お
盆
の
時
期
に
実
施
し
て

い
た
産
業
ま
つ
り
で
す
ガ
、
場
所
も

中
央
緑
地
公
園
巳
移
し
、
装
い
も
新

た
に
な
り
ま
し
た
。

昧
の
名
后
街
(
生
ビ
ー
ル
・
焼
き

鳥
・
お
で
ん
他
)
、
地
場
野
菜
即
売

会
、
駄
菓
子
屋
さ
ん
、
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
な
ど
盛
沢
山
、
紙
切
り
、
バ
ナ

ナ
の
た
た
き
売
り
怠
ど
の
大
道
芸
の

紋
々
、
叡
揺
シ
ョ

l
、
駅
伝
マ
ラ
ソ

ン
大
会
、
大
声
大
会
な
ど
の
多
彩
怠

催
し
巳
終
日
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

第23回産業まつり

まつ"d:~~ 
運動会力メラスケνチ

6月20、27日の日曜日|こ予定していた運動会は、雨にだたられ、日程を変更

したり、体育館で実施したりの混乱の中、無事終了することができました。

l
 

r
，
 

J
T
 

ノ

'
 

<e • 
ー

企久しぶりの親子対面

美利河小 力を合わせて

親子

ゆっくり急げ
企金原小

4
ゴ
刷国1
4
1
4
mw』利

固

昂

企たいこ

V手

組 A大声大会(子供の部)

〕B
 

〔
企駅伝マラソン大会

マモノマネ

• 

企おもいきりたたいた"
八東保育所
シン1¥ルを打ちならせ

一
づ

一0
0メ
ー
ト
ル
競
定

企八東小 3、4年

さガしものは怠んですか

全校遊戯

ジンギスカン

企中里小

企恒例の餓笹

神E小ねずみの綱引き

企う~ん 置い "
神E保育所おさるのかごや

組 ~ 

地鼠対抗綱引き

中

企金原小
( 9 ) 

a 
万事

* 



地震一一いざというとき

菌室3自い言有識を3きます砂
亙重島を最劇d小1恨明限閥配にこす拐るに印は、一人一人の行動が大切

世界で起こる地震 の l割が、日本で起 し か し 、 被 害 を 最 小 限 に 抑 え る に は 、 何

き て い ま す。 わが国が地震大国といわれ といっても一 人一人の行 動が決め手です。

るゆえんです。 地震に対する備えをしたあとは、実際

そのため、避難をする場所をつく った に地震 が起きたときの行動に即した、次

り、揺れに強い建物にしたりと 、普か ら の や地震 の心得10か条' を覚えておきま

さまさeまな対策が考えられてき ま した。 しょう 。

..G>8<DG>oo 
しうど うれ 1m 卜 はうロ
て。で 出 にをか控午# そ。な
キ，)まポ 火火 し 感 な て 只 非 れ火どグ
抑iた ヤ し が まじ( 0) 常 ほ '1>のラ
m .りた 出 したな家ア 脱 E 色火 γ

t はノ ""' 大えを“
を所ち、 左 う‘こ、 y 問 主起消と
しにに Wi 可 。2容と振ョ ピ 〈きすき
て 1・j" H~j 火 直 やが到Jン z なな:ょた
〈を L器 豆 廓あでや 躍 り日
だか 止 や す をり扉 コ保 まれに
き け めパ ?肖 1111 ~がン す せば L f:， 
い‘まヶ 火 けすゆク る ん、まず
。「品 L ツ る 。がリ 。品位しコ
力よな よ嬬み ~2i-よン

ま
ず
、
わ
が
身
の
安
全
を
図
ろ
う

大
き
な
揺
れ
は
‘

一
分
税
皮
で
お
き

ま
り
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル
や
机
な

E
丈
夫

な
家
具
の
下
で
、
政
を
保
議
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ

F

フ。

素
早
く
火
の
始
末
を

慌
て
て
外
巴
飛
び
出
さ
怠
い
よ
う
巳

慌
て
て
外
に
飛
び
出
す
の
は
危
険
で

す
。
か
わ

ら
や
ガ
ラ
ス
な
ど
が
落
ち
て

く
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
周
り
の
状
況

を
よ
く
凡
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

• • 

み
⑧
⑧
⑨
⑧
⑧

し
か
い
ま
せ
ん
a

数
十
年
も
前
は
、
大
き
い
校
舎
で

裂
に
も
校
舎
が
あ
っ
て
、
花
石
小
中

学
校
と
な

っ
て

い
ま
し
た
。

だ
け
ど
生
徒
た
ち
が
少
な
く
な
っ

て
、
裂
の
校
舎
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

中
学
校
が
統

合
と
な
り
花
石
小
学
校
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
.

そ
し
て
、
今
か
ら
二
年
ぐ
ら
い
前

向
運
動
会
の
後
に
新
し
い
校
舎
が
で

き
て
、
古
い
校
舎
を
こ
わ
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
、
人
数
が
少
な
い
か
ら
、

四
つ
築
学
校
と
い
う
花
石
小
学
校
、

花
石
小
学
校
の
こ
と

花
石
小
六
年

'J、
山

雅
広
，U

ぼ
く
の
か
よ
っ
て
い
る
学
校
は
、

花
石
小
学
校
で
す
。

こ
の
学
校
は
、
今
年
で
八
十
九
周

年
で
す
。
そ
し
て
、
全
生
徒
で
七
人

初
心
者

マ
l
ク
を

は
ず
す
ま
で
に
は

ま
ち
が
い
を

少
な
く
し
た
い
H
H
-

南

揖

町

古

谷

哲

男
.C同

んさ

hF

M

・-A以ノ

ッ

-
FE
k
f
¥

レ

4
.

，F
1

旬、
a

フ

da司

γ
tut
t
i
j
z
t
i
t
i
i'一3

だチ勤 : はたにがな 助役
とスめ L 。、い は、の「務場今

いロるととで‘ 押Jでまし町都
う(新話てす ま 心 、だ て 民
現玉 ー す も 。ち者ま 、い栂 J也
代技さ古思稲が?ち仕ま剖:元 ，
的歴ん谷ぃ祉ぃ l が~p:す献の l
な 4 のさま献をクつに 。円高 i
背カ長んせが極をてつ 福 校 i
年月男はんこカはばい 祉を i
で)で院lでん少ずかて 係平 i
すが車発しななすり 4 と業 l

好と局た所くまでカ しし i
Lー さパに と しです月 ててJ

美
利
河
小
学
校
、
中
里
小
学
校
、
盟

田
小
学
校
で
、
一
年
間
に
十
何
回
か

集
会
を
ひ
ら
い
て
や
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
入
学
式
、
水
一
一
体
教
室
、

七
夕
集
会
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
し
て
い
ま
す
。

ぼ
く
の
学
校
で
は
、
卒
業
す
る
人

が
い
な
い
と
き
は
、
ひ
な
祭
り
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、

一
学
期
の
終
わ
り

に
、
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
よ
う
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
と
き
は
、
料
裂
は
も
ち
ろ
ん
、

ハ
ウ
ス
た
て
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
と
て
も
た
い
へ
ん
で
す
。

で
も
、
そ
う
い
う
キ
ャ
ン
プ
は
、

ぽ
く
は
す
き
で
す
。

学
校
の
裂
に
ハ
ウ
ス
が
あ

っ
て
、

そ
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な
作
物
を
う
え

て
キ
ャ
ン
プ
に
使
っ
た
り
し
ま
し
た
。

で
も
、
ぽ
く
は
、
今
年
で
卒
業
だ

け
ど
中
学
生
に
な
っ
て
も
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
み
ん
怠
の
広
場
」

は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
‘
皆
さ
ん

の
伝
言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。 狭

い
路
地
や
塀
際
、
ガ
け
や
川
べ
り
に

近
寄
ら
な
い
よ
う
に

プ
ロ

γ
ク
塀
が
倒
れ
た
り
、
地
撚
が

ゆ
る
ん
で
刷
れ
や
す
く
な

っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
避
難
す
る
と
き
は
、
こ
の
よ

う
な
場
所
に
は
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ

い
。

山
崩
れ
、
ガ
け
崩
れ
、
津
波
に

注
意
す
る

地
誌
で
起
き
る
火
事
や
沖
波
な

E
の

一一
次
災
害
は
、
と
て
も
恐
ろ
し
い
も
の

で
す
。
役
場
や
普
察
、
消
防
岩
の
注
意

を
聞
き
、
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま

L

・6Aノ
。

避
難
は
徒
歩
で
、

持
ち
物
は
最
小
限
に

自
動
車
を
使
う
こ
と
は
、
渋
滞
を
引

き
起
こ
し
、
消
火
活
動
や
救
急
救
護
活

動
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
避
難
は
徒
歩

τ、
荷
物
は
必
要
な
物
だ
り
に
し
て
く

だ
さ
い
、
。

• • 

〕日1
 

〔

み
ん
怠
ガ
協
力
し
合
っ
て

応
急
毅
護
を

災
苫
の
と
き
は
.
お
五

レ
に
協
力
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
軽
い
け
が

は
、
み
ん
な
で
応
急
の
処
世
を
し
ま
し

ょ
-フ
。

正
し
い
情
報
を
つ
か
み
、

余
震
を
恐
れ
怠
い
よ
う
巳

災
害
で
混
乱
を
し
て
い
、
る
と
き
は
、
臥

っ
た
情
報
に
ま

E
わ
さ
れ
や
す
〈
な
り

ま
す
。
役
場
平
田
宵
紫
、
消
防
則
自
な
ど
の

指
示
に
従
い
冷
静
に
行
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

い
ざ

t
い
う
と
き
に
、
落
ち
着
い
て

行
動
を
す
る
た
め
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら

の
備
え
と
防
災
訓
練
に
参
加
す
る

ニ
と

が
大
切
で
す
。
阪
で
理
解
し
た
、』
と
を
、

い
つ
で
も
行
動
に
移
せ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

地
誌
は
、
い

つ
起
き
る
か
分
か
ら
な

い
も
の
。
例
え
ば
、

通
勤
を
し
て
い
る

と
き
や
職
場
に

い
る
と
き
、
家
に
い
る

と
き

。
そ
の
た
め
、
き
ま
ざ
ま
な

状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
訓
練
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

九
月

一
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
.

台
風
や
地
震
な
と
の
自
然
災
害
に
対
す

る
過
去
の
経
験
世
教
訓
に
し
て
、
さ
ま

さ
ま
な
状
況
を
想
定
し
、
家
版
「
る
み

で
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
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お
、知
へら
せ

平
成

6
年
度

町
村
職
員
の

採
用
試
験
に
つ
い
て

平
成

6
年
度
町
村
職
員
採
用
試
験

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

戸
匂

三
日

1
、
受
付
期
間

平
成

5
年
8
月
日

日
開

i
む
日

ω

平
成

5
年
9
月
日

目
u
ロM

3
、
採
用
予
定
(
今
金
町
)

一
一
名
(
う
ち
身
体
障
害
者

一
名

採
用
予
定
)

諜
受
付

・
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は

総
務
謀
総
務
係
へ

2

、
試
験
日

献
血
の
お
知
ら
せ

8
月
四
日
制
は
献
血
の
日
で
す
。

採
血
の
前
に
は
必
ず
医
師
が
診
察
い

た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
.

ロu
d
四
両

l
、
役
場
前

9

∞1
H

日

2
、
農
協
前

H
e
m剖

i
m
ω

〈
町
民
福
祉
課
衛
生
係
〉

倹診を受けて明るい健康づくり

8月みんなの健

老
齢
福
祉
年
金
を

受
け
取
っ
た
ら

証
書
の
提
出
を

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
は
、
毎
年
、
所
得
状
況
届
に
国
民

年
金
証
書
を
添
え
て
、
現
況
の
届
出

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
現
況
届
に
よ
り
、
受
給
権
者

本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
平

成

4
年
中
の
所
得
及
び
生
存
な
ど
の

状
況
を
審
査
し
、
本
年

8
月
か
ら
翌

年

7
月
ま
で
の
支
給
制
を
決
定
し
て

年
金
証
牲
に
記
入
し
国
民
年
金
証
岱

を
お
返
し
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
.

8
月
日
日
以
降
、
年

金
を
受
け
取
り
ま
し
た
ら
、
国
民
年

金
証
書
を
忘
れ
ず
に
役
場
に
提
出
し

て
下
さ
い
。

な
お
、
前
年
内
届
出
を
も
と
に
所

得
な
ど
の
状
況
を
把
握
す
る
準
備
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
扶
養
義
務
者
な

ど
が
前
年
と
変
わ

っ
て
い
る
場
合
は
、

必
ず
年
金
証
書
を
提
出
の
際
に
そ
の

旨
を
申
し
出
て
下
さ
い
。

〈
町
民
綿
祉
謀
年
金
係
》

行
方
不
明
者
相
談
所
開
設

家
出
を
し
た
人
や
、
行
方
不
明
に• • 

項 目 対 象 者 実施日 時 間 対象地区 実施会場 備 考 お知らせ

28伺) 8月18日 (水)

9日明)
老人福祉

献血

① 一般相談 全 住 民 16日開) 10 日日-15∞ 全地区
センター

保健指弘健目康相談 役場前

23日伺) 午前9時~

30日伺) 午後2時15分

② 乳児相談
生後

5日同
受付時間

" 
町 民 身体計飢保健指本健康 農協前

6、 9ヶ月児 13: 00-13 : 30 センタ 相談 午後2時泊分

③ 妊婦相談 妊婦の方 10日同
受付時間

" " 
尿検査、血液検査、餅指 -4時S句守

12 : 45-13 : 15 導、助産婦指導

@ 母親学級 " " 14∞-15 初 " " 
保健婦による「赤ちゃんの

おふろの入れ方J

⑤ 育児携座 生後 3ヶ月児 19日同
受付時間

" " 保健倍率健康相談
9 鉛-10:∞

⑥ 乳児健診
生後 4、 7、

" 
受付時間

" " 
身偏十調、医師診察、歯科

10、12ヶ月児 12 却-13∞ 指本栄華指本保健指導

(町民福祉課衛生係 ・国保係)
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5. 1. 10 
な
っ
て
い
る
人
を
彼
し
た
り
‘
亡
く

な
っ
た
方
で
身
元
の
わ
か
ら
な
い
人

向
調
査
を
し
て
、
家
族
内
方
々
に
お

知
ら
せ
す
る
た
め
に
、
道
笹
で
は
9

月
に

「行
方
不
明
者
相
談
所
」
を
開

き
ま
す
。

相
談
所
に
お
い
で
に
な
る
時
は
、

抽
出
し
て
欲
し
い
人
の
特
徴
と
な
る

O
傷
、
手
術
痕
、
ほ
く
ろ
、
あ
ざ

O
歯
型
、
雌
液
型

O
家
出
当
時
的
服
装
、
所
持
品
等

に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
群
し
く
捌

べ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
制
士
括
的
手
掛
か
り
と
な
る

よ
う
な
写
真

(顔
、
全
身
な
ど
)
が

有
り
ま
し
た
ら
お
持
ち
下
さ
い
。

警
察
で
は
、
関
係
者
個
人
の
名
誉

と
秘
密
は
、
厳
重
に
守
り
ま
す
の
で

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
所
へ
来
れ
な
い
方
は
、

北
柏
山
警
察
署
文
は
今
金
警
察
官
派

出
所
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

。
相
談
所
開
設
日
時
場
所

9
月

6
日
1
7
日
函
館
中
央
警
祭
岩

9
月

8
日

江

差

笹

察

署

相
談
所
は
午
前
9
時
初
分
か
ら
午

後
4
時
ま
で
開
設
い
た
し
ま
す
。

《
北
柏
山
瞥
祭
器
V

思
春
期
教
室

開
催
に
つ
い
て

思
春
期
的
子
ど
も
を
持
つ
親
等
を

対
象
と
し
て
、
思
蓉
期
の
特
徴
や
心

• • 

農
薬
の
適
正
な
保
管

農
薬
の
散
布
中
の
事
故
は
、
減
少

し
て
い
る
も
の
の
依
然
と
し
て
後
を

絶
た
ず
、
ま
た
、
農
薬
を
本
来
の
用

途
以
外
に
使
用
さ
れ
る
事
例
も
み
ら

れ
ま
す
。

農
薬
の
保
管

・
管
理
に
は
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

コト】
三ロ

1
、
農
薬
を
使
用
す
る
と
き
の
注
意

。
農
薬
内
説
明
白
を
よ
く
説
み
、

‘親ばなれの時期砂

~思春期

について~

思
春
期
は
精
神
的
、
身
体
的
に

も
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
時
期

で
子
供
か
ら
大
人
へ
の
大
切
な
移

行
期
で
す
。
発
育
の
良
く
な
っ
て

い
る
最
近
で
は
刊
歳
頃
か
ら
忠
容

則
が
始
ま
る
と
冨
わ
れ
て
い
ま
す
。

身
体
的
発
育
は
、
性
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
機
術
的
発
育
に
伴
っ
て
進

む
も
の
で
順
測
な
発
育
が
な
さ
れ

• 
管
理
を

使
用
方
法
や
使
用
髭
を
確
実
に
守

り
ま
し
ょ
う
。

2
、
正
し
い
保
管
と
管
理

。
農
薬
は
保
管
庫
等
農
薬
が
飛
び

散
っ
た
り
、
流
れ
出
た
り
し
な
い

場
所
に
保
管
し
必
ず
鍵
を
か
け
ま

t
レ
ょ
、
ヲ
。

。
毒
物

・
劇
物
の
保
管
場
所
に
は

「医
薬
用
外
毒
物

・
刷
物
」
の
文

字
を
表
示
し
て
普
通
物
農
薬
と
区

る
た
め
に
は
、
ス
ポ
ソ
な
ど
で
十

分
に
体
を
動
か
し
、
積
極
的
に
自
分

を
出
す
こ
と
が
必
要
な
よ
う
で
す
。

特
に
男
の
子
に
は
、
心
身
内
成
長

に
大
き
な
役
制
を
果
た
し
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
、
こ
こ
ろ
の
発
育
も
性
ホ

ル
モ
ン
的
発
育
と
深
く
関
わ
り
が
あ

る
よ
う
で
す
。

子
供
は
、
こ
の
時
期
に
起
こ
る
身

体
的
変
化
に
悩
ん
で
い
て
も
親
に
は

な
か
な
か
相
談
で
き
な
い
も
の
で
す
。

心
身
と
も
に
安
定
し
て
成
長
し
て
い

く
に
は
、
性
的
成
熟
を
オ
ー
プ
ン
に

協
か
く
見
守
る
家
庭
内
雰
囲
気
が
大

切
で
す
。
子
供
に
対
し
て
無
関
心
に

な
っ
た
り
、
ま
だ
ま
だ
子
供
と
思
っ

た
り
、
一
緒
に
な
っ
て
と
ま
ど
っ
て

い
て
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

〕2
 

1
 

〔

と
か
ら
だ
の
発
達
等
に
つ
い
て
理
解

し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

戸
』

雲
"8

月
児
日
側

午
後
3
時

1
5
時
ま
で

2
、
と
こ
ろ
今
金
町
民
セ
ン
タ
ー

3
、
講
師
北
海
道
教
育
大
学
教
育

学
部
附
属
養
雛
学
校

副
校
長
松
本
征
八
氏

4
、
油
開
題

『揺
れ
う
ご
く
心
に
支
え

を
』

1
思
春
期
の
心
理

に
つ
い
て

1

5
、
問
い
合
わ
せ
先

企

0
1
3
7
8
1
2
1
0
2
5
1

{
北
海
道
今
金
保
健
所
V

ー

と

急
、

別
し
ま
し
ょ
う
.

0
牒
薬
を
他
内
容
慌
に
移
し
か
え

る
こ
と
は
、
事
故
の
原
因
と
な
る

の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

3
、
購
入
の
手
続
き
は
正
し
く

。
農
薬
の
中
で
毒
物
・
劇
物
に
該

当
す
る
も
の
を
購
入
す
る
と
き
は
、

議
毒
物
の
名
称
、
数
量
、
購
入

年
月
日
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
を

記
載
し
、
受
領
印
を
押
し
た
書
面

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈
今
金
保
健
所
V

両
親
の
や
さ
し
い
理
解
、
』
そ
が

思
春
期
で
悩
ん
で
い
る
子
供
向
不

安
を
な
く
す
の
で
す
.

思
春
期
は
、
子
供
肉
親
ば
な
れ

の
時
期
で
も
あ
り
、
親
と
し
て
は
、

寂
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
も
し
ま

す
が
少
し
ず
つ
子
雌
れ
を
始
的
、

干
渉
し
す
ぎ
ず
、
適
当
な
距
離
を

お
い
て
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

思
春
期
的
子
供
を
持
つ
親
に
と

っ
て
一
番
大
切
な
こ
と
は
正
し
い

知
織
を
持

っ
て
子
供
と
接
す
る
こ

と
で
す
。

こ
の
度
、
今
金
保
健
所
主
悩
で

忠
容
則
教
室
を

8
月
日
日
午
後
3

時
か
ら
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
下
さ
い
ま

す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

1
 

3
 

1
 

〔



中
央
緑
地
公
園
を
清
掃

今
金
小
学
校
P
T
A

7
月
3
日
午
後
5
時
か
ら
今
金
小

学
校
P
T
A
会
貝
ら
が
中
央
緑
地
公

園
内
消
口
仰
を
行
い
ま
し
た
.

み
ん
な
で
使
う
公
共
施
設
な
ど
に

ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
、
キ
レ
イ
に
使
用

す
る
こ
と
を
清
掃
活
動
を
通
し
て
学

習
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

企
画
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
親
子
を
含
む

一
0
0

名
あ
ま
り
が
参
加
し
、

1
時
聞
か
け

て
ゴ
ミ
な
ど
を
拾
い
集
め
、
み
ち
が

え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
.

消
婦
の
ご
協
力
、
ま
こ
と
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

4

司
ゴ
ミ
を
片
手
に
ハ
イ
M
H

ポ

l
x

8月の休日当書医

宮⑦3021

官②0324

宮②0221

合④5321

惜崎医院(瀬棚)

今金町国保病院(今金)

北楠山町国保病院(北柏山)

3 医院(今金)

今金町国保病院(今金)

医院(今

l日

8日

15日

22日

8②0221 29日

ややや 住民の副態 やob令

(前月対比)

(-6 ) 

(-8 ) 

3，894人(+2 ) 

2，482世帯(-1 ) 

6月末現在

7，527人

3，633人

人口

男

女

世帯数• 
6月11日 (晴看三長女)下メ γプ高古

6月11日(一展三長女)緑 町

6月16日 (明光三2男)寒 昇

6月17日(稔な3女)高

6月23日(直樹三長男)大和町

6月26日(敏文さん長男)大和町

7月5日(義浩三長女)上鈴金

町美

-ヲシ』てめおA
J
 

E
よ

な

-
A

な

な

な

な

J

e

-
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'

t

'

 

川

信
変
句協
皐
刊
祐
A
E

H

郎
H
弘

J

川

凶梁
川友
永
小
F
太
は
刊

士

か花
川
伸
明

ぉ

塚

崎

村

田

物

形

図

卒

中

植

須

崎

叩

小

須田結衣、

oいつまでもお Lあわせに

%立花弘樹九(寒 昇)~上回ちはるそん(寒昇 )

](.橘 紀之さん (下稲穂 )~横平良校三( 白石 )

〕4
 

1
 

〔

末広町

緑

南

町

町

87歳

26歳

圃お〈やみもうしあげます

概田よしのな

杉本広H百九

伊藤文枝、

6月29日

7月4日

中 till川

本町

65歳

78歳

67歳

商工団地19歳7月12日司さん住吉

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

-
可
②

o
j
T番

7月9日

7月10日

7月11日

はっさん

俊直さん

石山

石井

末
広
若
衆
会
主
催
の
七
夕
ま
つ
り

が
7
月
3
目
、
末
広
公
園
で
行
わ
れ
、

生
ビ
ー
ル
、
や
き
と
り
、
や
き
い
か
、

か
き
水
、
う
ど
ん
、
そ
ば
、
お
で
ん

な
ど
の
出
庖
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
仰
さ

く
ら
ん
坊
e

極
と
ば
し
大
会
な
ど
の

ゲ

l
ム
の
数
々
に
終
日
賑
わ

っ
て
い

ま
し
た
。

編
一集
一後
一記

今
月
の
話
題
は
何
と
言
っ
て
も
地

援
の
こ
と
で
す
。

7
月
ロ
日
の
夜
に
起
き
た
北
海
道

南
西
沖
地
震
と
命
名
さ
れ
た
7

グ
ニ

チ

ュ

ド

7
・
8
、
震
度
5
の
強
震

は
と
て
も
恐
ろ
し
い
も
の
で
し
た
。

わ
が
家
で
は
、
茶
ダ
ン
ス
洋
服

ダ
ン
ス
テ
レ
ビ
な
ど
が
倒
れ
、
午

前
2
時
ま
で
停
電
と
い
う
状
態
で
し

た
.今

で
も
‘
何
か
し
ら
帰
れ
て
い
る

感
じ
が
し
て
、
つ
い
蛍
光
灯
町
ヒ
モ

を
見
て
し
ま
い
ま
す
.

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


